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１．活動内容 

1) 真空断熱材の開発 

 賢材研メンバーで実施したNEDO「マルチセラミックス膜新断熱材料の開発（H19～H23年度)」
の研究成果を基に開発を継続中です。NEDO「太陽熱エネルギー活用型住宅の技術開発」の前半

（H24/6～H25/12 月)に参加し、後半の実証ステージ（H26～H27 年度）では OM ソーラーグル

ープの窓用断熱間仕切り向けに真空断熱材の供給を行いました。結果は解析中です。 
 2014年度から 3年間の計画で真空断熱材の JIS/ISO国内委員会を継続中です。2つの分科会（性

能評価・表記原案および熱物性・耐久性試験法）に参加しています。今年度は、粒子系および繊

維系の真空断熱材について、真空漏れによる断熱性能の経年劣化の予測法提案に向けて物性測定

を実施しています。また、IEA（国際エネルギー機構）の EBC（建物とコミュニティーのエネル

ギー作業部会）の中の Annex65「建築用高性能断熱材の長期性能（2013～2017）」にも並行して

継続参加しています。ISO は Annex メンバーを中心に作成される見込みです（計画は 2018 年）。 

2) 愛知県重点研究プロジェクト事業：超早期診断プロジェクト 

 愛知県 PJ「超早期診断技術開発プロジェクト（H23～H27 年度）」が今年度で終了します。低

侵襲で継続的に計測するための高感度な計測技術の開発に取り組んでいます。フィールドでも使

用可能な尿塩分センサのプロトタイプモデルを試作しました。次年度はこのセンサを用いて、随

時尿から塩分摂取量を推定するための疫学調査に本格的に取り組んでいきます。 

3) 高度分析装置を用いた材料評価 

 外部の高度分析装置を用いて微細構造解析を進めています。主に用いた装置はシンクロトロン、

NMR、SIMS、XPS、オージェ電顕、TEM です。樹脂材料については材料設計が他の素材よりも

遅れており、不具合を抑えるために添加剤を次から次へと添加していく状態であり、柳田先生の

“スパゲティ症候群”状態です。解析を通して樹脂材料の設計に取り組みたいと思っています。 

4) バイオフィルム試験法 

 抗菌製品技術協議会（SIAA）が 2016 年 4 月からバイオフィルム形成を抑制する機能を評価す

る試験法を開発するバイオフィルム標準化委員会を立ち上げる予定で、委員として参加の予定で

す。まずは SIAA 試験法を確立し、ISO 試験法へ提案を目指す予定です。 
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